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くはしがき>

本報告書は平成18年度~平成19年度科学研究費補助金(基盤研究(C))の援助により遂行され

た研究成果をとりまとめたものである。なお、本研究の基礎となった従来までの研究成果や、本研

究の成果を実際に利用した研究成果についても一部掲載することにより、報告書の充実と利用価

値の向上に努めた。
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